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実
家
に
近
い
Ｊ
Ｒ
赤
羽
駅
か
ら
北
へ
一
五
分
ほ
ど
歩
く
と
、
東
京
・
埼
玉
県
境
の
荒
川
に
出
る
。
山
梨
・

埼
玉
・
長
野
の
三
県
に
ま
た
が
る
甲
武
信
ヶ
岳
を
源
流
と
す
る
全
長
一
七
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
荒
川
は
、
こ

の
あ
た
り
ま
で
来
る
と
川
幅
は
二
百
メ
ー
ト
ル
近
く
、
河
川
敷
も
広
々
と
し
て
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
て
い
る
。

荒
川
に
架
か
る
東
北
本
線
の
鉄
橋
の
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
下
流
に
、
青
色
の
ゲ
ー
ト
の
岩
淵
水
門
が
設
け

ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
が
隅
田
川
の
起
点
で
あ
る
。
隅
田
川
は
こ
の
水
門
で
荒
川
と
分
か
れ
、
東
京
の
東
部
低

地
を
北
・
足
立
・
荒
川
・
墨
田
・
台
東
・
中
央
・
江
東
の
七
区
と
接
し
て
東
京
湾
へ
注
ぐ
、
全
長
二
三
・
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
一
級
河
川
で
あ
る
。 

 

現
在
の
隅
田
川
は
、
大
正
期
以
前
は
荒
川
本
流
の
下
流
部
で
あ
っ
た
。
こ
の
流
域
で
は
江
戸
時
代
か
ら
頻

繁
に
洪
水
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
が
、
明
治
に
入
り
住
居
や
工
場
が
立
ち
並
ぶ
よ
う
に
な
る
と
、
洪
水
被
害
は

一
層
深
刻
と
な
っ
た
。
特
に
明
治
四
三
年
の
洪
水
は
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
荒
川
は
抜
本
的
な
治
水
対

策
を
迫
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
荒
川
の
バ
イ
パ
ス
と
し
て
、
東
側
に
二
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
人
工
河
川
で
あ
る

荒
川
放
水
路
が
計
画
さ
れ
、
明
治
四
四
年
か
ら
二
〇
年
の
歳
月
を
か
け
て
昭
和
五
年
に
完
成
し
た
。
工
事
で

移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
住
戸
は
千
三
百
世
帯
に
の
ぼ
る
。
荒
川
放
水
路
と
共
に
岩
淵
水
門
が
作
ら
れ
、
上

流
か
ら
の
水
量
の
二
割
程
度
を
水
門
か
ら
荒
川
へ
分
流
し
、
残
り
を
放
水
路
へ
直
通
さ
せ
る
分
岐
点
と
な
っ

た
。
こ
の
工
事
の
洪
水
抑
制
効
果
は
大
き
く
、
岩
淵
水
門
直
下
に
お
け
る
荒
川
の
水
位
は
三
メ
ー
ト
ル
近
く

下
が
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
昭
和
四
〇
年
に
川
の
名
称
が
変
更
さ
れ
、
荒
川
放
水
路
が
荒
川
に
、

岩
淵
水
門
よ
り
下
流
の
荒
川
は
隅
田
川
と
な
っ
た
。
そ
れ
以
前
に
も
荒
川
の
下
流
部
な
ど
で
隅
田
川
の
通
称

が
使
わ
れ
て
い
た
が
、
正
式
名
と
な
っ
た
の
は
こ
の
時
で
あ
る
。 

 

秋
晴
れ
の
一
日
、
岩
淵
水
門
を
出
発
し
、
何
回
か
に
分
け
て
隅
田
川
沿
い
に
下
流
を
目
指
す
こ
と
に
し
た
。

水
門
を
出
て
す
ぐ
に
新
河
岸
川
と
合
流
、
し
ば
ら
く
は
荒
川
の
右
岸
に
寄
り
添
っ
て
流
れ
る
が
、
数
百
メ
ー

ト
ル
行
っ
た
と
こ
ろ
で
隅
田
川
は
右
に
曲
が
っ
て
離
れ
て
行
く
。
（
つ
づ
く
） 

 


